
事故にあったとき（第三者加害行為） 

〇 公立学校共済組合                        給付班(短期給付)    022-211-3676 

交通事故などの第三者の行為によるけがや病気の治療に要する費用は、加害者の負担になります。 

マイナ保険証又は資格確認書等を提示した場合は、加害者が支払うべき治療費を共済組合が立て替えて支払うこと

になり、後日、加害者に対して立て替えた治療費等を請求します。 

マイナ保険証又は資格確認書等を提示した場合は速やかに、共済組合へ事故報告書を提出してください。 

 

事故が起こってしまったら・・・ 

一般的な流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 第三者加害行為に係る諸手続きについて、共済組合で委託している「ケーシップ株式会社」から組合員
の自宅あてに直接連絡する場合があります。 

 

事故発生 

医療機関で受診 

警察・保険会社に連絡 

１ どれだけ小さい事故でも警察に連絡し、現場検証を受けること。 

なお、軽傷であっても人身事故扱いとしてもらうようにする。 

２ 運転免許証・車検証等で相手等を確かめること。 

３ どれだけ軽いけがでも、必ず医師の診療を受けること。 

４ 相手の主張に安易に同意しないこと。 

５ 治療が終了しない間は、示談を急がないこと。 

事故報告書等の提出 

共済組合が加害者（保険

会社）あて請求 

事故発生後速やかに共済組合に「事故報告書」等の提出が必要 

提出書類 

１ 事故報告書★ 

２ 損害賠償申告書★ 

※ 交通事故以外の第三者加害行為の場合は、まず事故報告書のみ提出してく

ださい。後日必要な書類について連絡します。 

添付書類 

① 事故発生状況報告書★ 

② 念書★ 

③ 同意書★ 

④ 療養経過報告書★ 

⑤ 損害賠償額（医療費等）についての調査表★ 

⑥ 交通事故証明書（原本）（自動車安全運転センターで交付する） 

ただし、証明内容が人身事故証明でなく、物損事故証明の場合

は、人身事故証明書入手不能理由書も必要です。 

⑦ 相手の車検証及び自賠責保険証のコピー（内容のメモでも可） 

示談 事前に公立学校共済組合宮城支部給付班に必ず連絡してください。 

被害を受けた組合員等が不利な示談をすると、共済組合が立て替えた治療費等を加害者

に請求することができなくなり、組合員自身に負担していただくことになります。 


